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標津町営金山スキー場
昭和54年12月開業、現在は根室管内唯一のス
キー場として１月～２月の２ヶ月間で営業

（今シーズンの利用客：33,945名）
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３�

．
町
村
議
会
議
員
選
挙

に
お
け
る
供
託
金
制
度

の
導
入

　
　
㈠�　
町
村
議
会
議
員

選
挙
に
つ
い
て
供

託
金
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
と
し
、

そ
の
額
を
15
万
円

と
す
る
。

　
　
㈡�　
供
託
物
没
収
点

は
、
市
議
会
議
員

選
挙
と
同
様
と
す

る
。

◇�

公
職
選
挙
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律

１�

．
町
村
議
会
議
員
選
挙

及
び
町
村
長
選
挙
に
お

け
る
選
挙
公
営
の
拡
大

　
・�

次
の
事
項
に
つ
き
、

条
例
に
よ
る
選
挙
公

営
の
対
象
と
す
る
。

　
　
㈠�　
選
挙
運
動
用
自

動
車
の
使
用

　
　
㈡�　
選
挙
運
動
用
ビ

ラ
の
作
成

　
　
㈢�　
選
挙
運
動
用
ポ

ス
タ
ー
の
作
成

２�

．
町
村
議
会
議
員
選
挙

に
お
け
る
ビ
ラ
頒
布
の

解
禁

　
・�

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の

頒
布
を
解
禁
す
る
こ

と
と
し
、
そ
の
上
限

枚
数
を
１
６
０
０
枚

と
す
る
。
ま
た
、
ビ

ラ
の
種
類
、
頒
布
方

法
、
規
格
等
は
市
議

会
議
員
選
挙
と
同
様

と
す
る
。

公職選挙法改正案は町村議会議員選挙・町村長選挙の選挙運動費用の一部を公費負担
にする内容である。候補者が用意する選挙運動用自動車・ポスター・ビラ等の経費を
補助し、立候補しやすい環境を整えて、首長や議員のなり手を増やす狙いがある。

閉
会
中
の

閉
会
中
の

継
続
調
査

継
続
調
査

　
３
委
員
会
か
ら
申
し
出

が
あ
り
承
認
し
ま
し
た
。

《
議
会
運
営
委
員
会
》

①�

本
会
議
の
会
期
日
程
等

会
議
の
運
営
に
関
し
て

②�

議
会
活
性
化
対
策
に
関

し
て

《
総
務
経
済
常
任
委
員
会
》

①�

農
林
水
産
行
政
に
関
し
て

②
商
工
観
光
行
政
に
関
し
て

③
地
域
振
興
に
関
し
て

④
財
政
管
財
行
政
に
関
し
て

⑤�

行
政
組
織
の
活
性
化
等
に

関
し
て

《
文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
会
》

①�

福
祉
行
政
の
施
策
に
関

し
て

②�

教
育
行
政
の
施
策
に
関

し
て

③�

建
設
行
政
の
施
策
に
関

し
て

⃝
�

期
限
は
そ
れ
ぞ
れ
次
期

定
例
会
ま
で

　
上
記
の
「
標
津
町
議
会

議
員
及
び
標
津
町
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例

制
定
」
や
「
標
津
町
墓

地
条
例
の
一
部
を
改
正
」

「
標
津
町
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
」
等
の
７
件
を
原

案
ど
お
り
に
可
決
し
ま
し

た
。 条

例
制
定
他

●●●●●●●●人 事 異 動
　4月 1日付の人事異動に
より、議会事務局長が上田高
弘事務局長に変わりました。上田高弘事務局長

公職選挙法の改正を公職選挙法の改正を
受けて条例改正�受けて条例改正�

町
長
選
・
町
議
選
⇨
一
部
公
費
負
担

　
　
　
町
議
選
⇨
供
託
金
制
度
導
入

区　　　　　分
公営（公費負担）の有無

供託金額選挙運動用
自動車

選挙運動用
ポスター

選挙運動用
ビ　ラ

都道府県知事選挙 〇 〇 〇 ３００万円
都道府県議会議員選挙 〇 〇 〇 　６０万円
市 長 選 挙 〇 〇 〇 ※１

１００万円
市 議 会 議 員 選 挙 〇 〇 〇 ※２

　３０万円
町 村 長 選 挙 ×➡〇 ×➡〇 ×➡〇 　５０万円

町村議会議員選挙 ×➡〇 ×➡〇
頒布
不可➡

頒布
解禁

　　 ○
◆➡供託金導　入
１５万円

町村選挙における公営拡大と供託金制度導入 公
選
法
改
正

公選法改正に基づき「標津町議会議員
及び標津町長の選挙における選挙運
動の公費負担に関する条例」を制定

地方選挙の選挙公営（公費負担）と供託金

：改正項目
※１政令指定都市の市長選挙に関しては	 240万円
※２政令指定都市の議会議員選挙に関しては	 50万円

○：公費負担対象　
×：公費負担対象外
◆：不　　　　要　
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一般会計の補正予算
主なもの	 （単位：千円）

項　目 金　額 内　　　容

デジタル化推進・行政事務等電子化
事業

10,419
給与管理、人事評価、マイナンバー管理、文書管
理の各システムの導入等に係る経費の追加

感染拡大防止用衛生管理用品等購入
事業

1,543
感染症対策に係る衛生管理用品、三蜜回避のため
のパーテーション、空気清浄機の購入費

標津町起業等支援事業 2,250 新規申請１件分の追加
ふるさと応援基金積立金 138,258 12月～３月予定分
アイヌ施策推進事業（企画政策課） 1,461 アイヌ衣装レプリカ製作費の追加等
標津線代替バス運行費負担金 2,636 協議会負担金の決算見込による追加

生活交通確保対策経費 5,103
路線バスの収支不足の拡大に伴う沿線自治体によ
る補助額の増

子ども・子育て基金積立金 51,000
指定寄附１件の積立　1,000千円
政策積立　100,000円

新型コロナウイルスワクチン接種体制
確保・接種実施事業

8,790
ワクチン接種の体制確保に向けた、事務に従事す
る会計年度任用職員人件費、送迎バス運行委託、
備品購入、その他事務費等の追加

病院会計繰出金 28,829 収益的収支の入院及び外来収入の減

医療提供体制強化給付金 104,608
コロナ渦における標津病院の事業継続に対する協
力給付金及び感染症防止対策事業に係る給付金

秋サケ施設整備特別対策事業
（標津町漁業振興特別対策事業）

10,320 サケ定置漁業者の増殖負担金の一部について支援

中小企業緊急融資支援基金積立金 15,050
中小企業緊急融資資金の利子補給額の内、コロナ
交付金対象分（令和７年度分までの利子補給見込
み額）を基金に積み立て

諮間案件

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
・
特
別
会
計
予

算
９
件
・
予
算
に
関
係
す
る
３
件
の
条
例
改
正

を
議
長
を
除
く
９
人
の
議
員
で
構
成
す
る
審
査

特
別
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。

委
員
長

大
垣
　
　
勇 

議
員 

副
委
員
長

山
㟢
　
陸
郎 

議
員

令
和
３
年
度
予
算
案
を　
　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
付
託

人権擁護委員
荒
あら

木
き

　　豊
ゆたか

 氏
標津町南１条西４丁目９番２号

〈任期〉
法務大臣の委嘱の日から３
年間
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一　般　質　問
　一般質問とは、定例会において、各議員が住民を代表して、行政全般にわたり
町執行機関の政策・方針を質す事です。
　単に疑問を晴らし、事実関係を明らかにするだけでなく、現行の政策を、見直
し、新規政策を提言する議員の重要な活動です。

小　川　悠　治　議員	 5ページ
　● 有能職員採用は町運営の要  
　　一般職員・有資格職員・再任用職員の現況を質す

吉　田　　　智　議員	 6ページ
　●カオス〔Chaos〕時代の羅針盤
　　自治体SDGs  の取り組みを！

令和３年第１回定例会（3月9日～16日）で２議員が一般質問をしました。
各議員の質問項目とその内容を要約して掲載します。

SDGsが目指す17のゴール（目標）

質問中の　
　小川議員

質問中の　
　吉田議員

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は
17
ゴ
ー
ル・１
６
９
タ
ー
ゲ
ッ
ト・２
３
２
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る

　　　　　　　総務省自治行政局公務員部
　　　　　　　　総行公第196号〔会計年度任用職員
制度の適正な運用等について（通知）より〕より
会計年度任用職員（地方公務員法第22の２）
　�　令和２年４月１日から導入された一般職の非常勤
職員で、一会計年度を超えない範囲内で任用され、
標準的な業務の量に応じてフルタイムの職とパート
タイムの職に区分される。常時勤務を要する職とは
職務の内容や性質が異なるが、服務及び懲戒、給
付、勤務時間び休暇など、常勤職員と同様に地方公
務員法が適用される。

臨時的任用職員（同法第22条の３）
　�　常時勤務を要する職に欠員が生じた場合、緊急の

時・臨時の職など正式任用の手続きを経るいとまが
ないときにその例外として認められ、勤務時間は常
勤職員と同じフルタイムで任用される。

特別職非常勤職員（同法第３条第３項第３号）
　�　専門的な知識経験等を有する者が就く職であっ
て、その職の性質上、公務に従事する時間や期間も
短く、随時、地方公共団体の業務に参画する労働者
性の低い職で任用される。

解説

最近、よく見聞きするSDGsとは？
　SDGsは（Sustainable　Development　
Goals：サスティナブル・デブロップメント・
ゴールズ）の略称で『持続可能な開発目標』と
訳される。
　SDGsは、国連加盟国193か国全ての合意
により、2015年９月に策定され「我々の世界
を変革する：持続可能な開発のための2020ア
ジェンダ」という合意文書に盛り込まれた。
　SDGsは、2030年を目標年にした持続可能
な社会づくりに関するこれまでのルールの集大
成と言えるものである。
　SDGsは「誰ひとり取り残さない」の理念の
下で、先進国も途上国も、政府も企業も全てで
取り組むものであり、自治体や企業の規模に関
わらない。
　SDGsのポイントは、主体的な取り組みによ
り、世界や社会に貢献しつつ、地域の発展や企
業の発展に繋げる事である。
　2017年６月に内閣府に『自治体SDGs推進
のための有識者検討会』が設置され、自治体
SDGs推進のための提言がされた。
　同年12月には内閣官房より「まち・ひと・
しごと創成総合戦略（2017改訂版）」が発表
され、地方公共団体における持続可能な開発目
標（SDGs）の達成に向けた取組の推進が示さ
れた。
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※会計年度任用職員：Ｐ.４ 解説 参照

※
米
坂
ヒ
デ
ノ
リ
氏
作『
コ
タ
ン
コ
ロ
カ
ム
イ（
二
本
柱
）』《
ブ
ロ
ン
ズ
鋳
造
》…（
川
北
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー「
し
ら
か
ば
」唆
工
記
念
像
）

問  

平
成
29
年
12
月
定
例

会
に
於
い
て
、
職
員
の
採

用
状
況
を
質
し
た
。
そ
の

際
、
町
長
は
「
有
能
な
職

員
確
保
は
難
問
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

　
有
能
職
員
採
用
は
、
町

運
営
の
要
で
あ
る
。

　
一
般
職
員
・
有
資
格
職

員
・
再
任
用
職
員
の
３
項

目
に
分
け
、
現
状
を
質
す
。

●❶
一
般
職
員
関
係

・�

想
定
し
て
い
る
職
員
の

採
用
状
況
と
充
足
率

●❷
有
資
格
職
員
関
係

小川　悠治 議員

a.�
保
育
教
諭
の
充
足
割
合

と
採
用
状
況

b.�
保
育
教
諭
就
学
準
備
金

の
実
績

c.�
保
育
教
諭
奨
学
資
金
貸

付
金
の
実
績

d.�
医
療
技
術
職
員
の
充
足

状
況
と
今
後
の
見
通
し

e.�
医
療
技
術
職
員
等
養
成

修
学
資
金
貸
付
金
の
実

績
●❸
再
任
用
職
員
関
係

・�

長
年
培
つ
ち
か

っ
た
能
力
・
経

験
が
豊
富
な
再
任
用
職

員
の
更
な
る
活
用
を
。

　

�　
特
に
、
要
資
格
職
種

で
の
有
資
格
者
は
、
任

用
期
間
経
過
後
も
任
用

可
能
と
思
わ
れ
る
が
。

【
再
任
用
職
員
】
標
津
町
で
は
、

平
成
26
年
度
よ
り
令
和
２
年
度

迄
35
名
の
定
年
退
職
者
中
22
名

が
再
任
用
さ
れ
現
在
、
10
名
が

在
職
し
て
い
る
。

答  

●❶　
平
成
30
年
４
月

１
日
を
基
準
と
し
た
総
務

省
の
、
地
方
公
共
団
体
定

員
管
理
調
査
に
よ
る
当
町

の
定
員
モ
デ
ル
で
は
、
一

般
行
政
職
員
数
は
87
名
で

あ
り
、
83
名
の
当
町
の
充

足
率
は
95
・
４
％
と
な
る
。

　
新
卒
採
用
は
昨
今
、
６

名
募
集
に
対
し
５
名
応
募
。

そ
の
内
採
用
試
験
に
受
か

る
の
が
１
～
２
名
の
状
況
。

　
10
年
程
前
よ
り
他
に
先

駆
け
て
、
社
会
人
枠
（
経

験
者
採
用
）
を
設
け
、
20

名
を
採
用
し
て
い
る
。

答  

教
育
長  
●❷　
a.
認

定
こ
ど
も
園
の
２
園
の
正

職
員
は
計
16
名
。
※
会
計

年
度
任
用
職
員
は
計
15
名
。

園
の
基
準
に
基
づ
く
と
両

園
で
必
要
な
職
員
数
は
計

17
名
で
基
準
を
上
回
る
。

　

し
か
し
、「
１
歳
未
満

児
は
３
名
に
対
し
職
員
１

名
」
等
低
年
齢
の
園
児
が

多
い
と
必
要
職
員
数
が
増

え
、
園
児
に
よ
っ
て
は
１

名
に
１
名
の
職
員
が
付
く

場
合
も
あ
る
。

　
又
、
会
計
年
度
任
用
職

員
の
半
数
が
「
１
日
４
時

間
」
な
ど
短
時
間
勤
務
の

た
め
、
実
際
の
運
営
は
、

職
員
不
足
の
状
態
に
あ
る
。

　
そ
の
結
果
、
年
度
途
中

の
３
歳
未
満
児
の
受
け
入

れ
停
止
が
、
両
園
と
も
開

園
当
初
か
ら
続
い
て
い
る
。

　
年
度
別
の
採
用
状
況
は

Ｈ
30
年
度　
３
名

Ｒ
元
年
度　
５
名　

Ｒ
２
年
度　
３
名

Ｒ
３
年
度　
１
名（
見
込
み
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
正
職
員
20
名
体

制
を
目
指
し
て
行
く
。

b.
Ｒ
１
～
２
年
度
で
８
名

が
受
給
し
て
い
る
。

c.
貸
付
実
績
は
な
い
が
新

年
度
の
進
学
相
談
を
受
け

て
い
る
。

認定こども園標津病院

一
般
職
員
・
有
資
格
職
員
・
再
任
用
職
員
の
現
状
を
質
す

有
能
職
員
採
用
は
町
運
営
の
要

※

こ
れ
よ
り
町
長
が
答
弁

d.
標
津
病
院
は
、
看
護
師

を
初
め
と
し
て
、
74
名
の

医
療
従
事
者
に
よ
り
、
サ

ポ
ー
ト
さ
れ
て
お
り
、
半

数
の
37
名
が
正
職
員
で
、

半
数
が
会
計
年
度
任
用
職

員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
各
職
種
に
お
い
て
、
計

画
的
に
人
材
確
保
を
推
進

し
て
い
る
。

e.
年
度
別
の
貸
付
実
績
は
、

左
記
の
通
り
。

Ｈ
27
年
度　
１
名

〈
諸
事
情
に
よ
り
辞
退
〉

Ｈ
28
年
度　
１
名

〈
Ｒ
元
年
度　
採
用
〉

Ｈ
30
年
度　
１
名

〈
Ｒ
３
年
度　
採
用
予
定
〉

●❸　
行
政
組
織
は
常
に
新

陳
代
謝
が
求
め
ら
れ
る
訳

で
あ
り
、
再
任
用
期
間
経

過
後
の
任
用
は
、
そ
の
理

に
反
す
る
こ
と
と
な
り
、

新
人
採
用
の
妨
げ
と
な
る
。

　
御
指
摘
さ
れ
た
資
格
・

免
許
保
有
者
の
従
事
す
る

職
種
に
つ
い
て
は
、
実
態

に
照
合
し
検
討
す
る
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問  

昨
今
、
俄に
わ
かに
新
聞
・

雑
誌
・
テ
レ
ビ
に
数
多
く

の
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』
の
特

集
が
組
ま
れ
る
と
共
に
、

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
企
業
』
で
あ

る
事
を
全
面
的
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
広
告
も
目
立
っ
て

来
て
い
る
。
日
本
に
今
、

本
格
的
な
『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ブ
ー
ム
』
が
到
来
し
た
と

言
え
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
３

０
年
を
目
標
年
に
し
た
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に

関
す
る
こ
れ
迄
の
ル
ー
ル

の
集
大
成
と
言
え
る
も
の

で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
世

界
の
共
通
語
で
あ
り
「
誰

ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

と
い
う
理
念
の
下
で
、
先

進
国
も
途
上
国
も
、
政
府

も
企
業
も
全
て
で
取
り
組

む
も
の
で
あ
り
、
自
治
体

や
企
業
の
規
模
に
関
わ
ら

な
い
。

　
17
ゴ
ー
ル
の
11
番
目
に
、

「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
」
と
明
示
さ
れ

て
い
る
。
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
お
い
て
は
、
ゴ
ー
ル

11
を
中
心
に
置
い
て
他
の

16
ゴ
ー
ル
を
関
係
付
け
る
。

　

上
川
管
内
下
川
町

（【
人
口
３
２
０
１
人
】
２

０
２
０
年
９
月
現
在
）
は
、

持
続
可
能
な
開
発
目
標
推

進
本
部
が
創
設
し
た
「
第

１
回
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ア
ワ
ー
ド
」
本
部
長
（
総

理
大
臣
）
賞
を
２
０
１
７

年
12
月
に
受
賞
。
２
０
１

８
年
６
月
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
都
市
」
及
び
「
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事

業
」
に
選
定
さ
れ
た
。

　
下
川
町
は
「
ザ
・

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」
と
称
さ
れ
て
い

る
。

　
そ
の
下
川
町
の
施

策
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
関

係
を
俯
瞰
で
き
る

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が

表

で
あ
る
。

　
標
津
町
に
お
い
て

は
、
政
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
２
０
２
１
年
の
30

事
業
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
化

か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か

が
か
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
自
主
的
な

取
り
組
み
が
基
本
。
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
理
念
に
反
し
「
取
り

残
さ
れ
る
」。

　
今
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
り
カ
オ
ス
時
代
を
迎

え
て
い
る
。
地
域
の
個
性

を
確
認
し
、
地
域
政
策
に

目
標
を
設
定
し
、
明
瞭
化

（
見
え
る
化
）
が
計
れ
る

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
。
正
に
、

混
乱
し
た
時
勢
に
お
け
る

羅
針
盤
で
あ
る
。

　
標
津
町
で
の
取
り
組
み

を
促
す
。
所
見
を
質
す
。

答 

ま
ち
づ
く
り
の
政
策

は
、
常
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

ゴ
ー
ル
11
「
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
を

目
指
し
て
い
る
事
に
な
る
。

　

御
指
摘
の
通
り
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

紐ひ
も
付
け
か
ら
始
め
て
行
く
。

　
今
後
、
所
管
施
策
の
見

え
る
化
と
職
員
の
意
識
改

革
の
２
本
柱
で
推
進
す
る
。

吉田　　智 議員

SDGｓの17ゴールのゴール11

SDGs：Sustainable Development Goalsの頭文字の略で「持続可能な開発目標」と訳される。

施策とSDGｓの関係を俯瞰できるマトリックス

の
取
り
組
み
を
！

カ
オ
ス
〔
Ｃ
ｈ
ａ
ｏ
ｓ
〕
時
代
の
羅
針
盤

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
自
治
体
レ
ベ
ル
に
整
理
し
た
の
が
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
で
あ
る

表
SDGｓ17ゴール

基
本
目
標

施
策
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氏名
年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

Ｒ２.５.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.５.28 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.６.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.８.３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.９.３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.10.５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.１.14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.２.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【全員協議会】議員10人

氏名
年月日

山
　
崎

吉
　
田
南
石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

山
　
﨑

大
　
垣

Ｒ３.３.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.３.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.３.16 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

【予算審査特別委員会】委員9人

年・月・日
氏名

議会名
山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

Ｒ２.６.18 第２回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.９.10 第３回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.12.17 第４回定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.３.９

第１回定例会
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ｒ３.３.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.３.16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

【定　例　会】議員10人

年・月・日
氏名

議会名
山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

田
　
中

Ｒ２.４.６ 第２回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.５.18 第３回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.８.３ 第４回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.10.５ 第５回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.11.27 第６回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○
Ｒ３.２.12 第１回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【臨　時　会】議員10人

 議員の出欠状況（令和２年度） 出席……○　 欠席……×
〔　〕の委員は複数所属

氏名
年月日

山
　
崎

吉
　
田

大
　
垣

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

山
　
﨑
南

Ｒ２.10.12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.10.13 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.10.16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【決算審査特別委員会】委員８人

氏名
年月日

山
　
㟢

大
　
垣

木
　
下

〔
高
橋
〕

石
　
橋
南

Ｒ２.４.24 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.５.21 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.５.28 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.６.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.７.30 ○ ○ × ○ ○ ○
Ｒ２.９.３ ○ ○ × ○ ○ ○
Ｒ２.９.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.10.22 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.11.27 ○ ○ × ○ ○ ○
Ｒ２.12.10 ○ ○ × ○ ○ ○
Ｒ３.１.27 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.２.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.３.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【総務経済常任委員会】委員6人
氏名

年月日

〔
山
㟢
〕

〔
大
垣
〕

小
　
川

高
　
橋

山
　
崎

吉
　
田

Ｒ２.４.16 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.５.18 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.６.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.７.７ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.８.３ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.９.３ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.９.25 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.10.23 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.11.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.12.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.１.27 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.２.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.３.26 ○ ○ ○ ○ ○ ○

【文教福祉建設常任委員会】委員6人

氏名
年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田

大
　
垣

Ｒ２.４.10 ○ ○ ○ ○
Ｒ２.４.17 ○ ○ ○ ○
Ｒ２.６.18 ○ ○ ○ ○
Ｒ２.７.10 ○ ○ ○ ○
Ｒ２.７.17 ○ ○ ○ ○
Ｒ２.９.10 ○ ○ ○ ○
Ｒ２.10.９ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.10.16 ○ ○ ○ ○
Ｒ２.12.17 ○ ○ ○ ○
Ｒ３.１.14 ○ ○ ○ ○
Ｒ３.１.21 ○ ○ ○ ○
Ｒ３.３.９ ○ ○ ○ ○

【広報特別委員会】委員４人

氏名
年月日

吉
　
田
南
小
　
川

石
　
橋

大
　
垣

田
　
中

Ｒ２.６.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.９.３ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.12.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ３.３.３ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【議会運営委員会】委員5人

氏名
年月日

山
　
㟢

山
　
崎

吉
　
田
南
大
　
垣

石
　
橋

木
　
下

高
　
橋

小
　
川

Ｒ２.６.11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｒ２.９.３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
Ｒ２.12.10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○
Ｒ３.２.19 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【合同常任委員会】委員９人
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令和３年３月11日〜16日
予算審査特別委員会

予
算
審
査
報
告

議案番号 議　　　　　　　　案　　　　　　　　名 審議結果
議案第５号 標津町介護保険条例の一部を改正する条例制定 成　立

議案第10号 標津町中小企業融資条例の一部を改正する条例制定 成　立

議案第11号 標津町国民健康保険標津病院設置等に関する条例の一部を改正する条例制定 成　立

議案第21号 令和３年度標津町一般会計予算 成　立

議案第22号 令和３年度標津町国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 成　立

議案第23号 令和３年度標津町国民健康保険特別会計（病院事業）予算 成　立

議案第24号 令和３年度標津町介護保険特別会計（事業勘定）予算 成　立

議案第25号 令和３年度標津町介護保険特別会計（サービス事業勘定）予算 成　立

議案第26号 令和３年度標津町後期高齢者医療特別会計予算 成　立

議案第27号 令和３年度標津町簡易水道特別会計予算 成　立

議案第28号 令和３年度標津町下水道特別会計予算 成　立

議案第29号 令和３年度標津町金山地域休養施設等特別会計予算 成　立

一 般 会 計 70億0,800万円
７ 特 別 会 計 24億3,586万円
病院事業会計 11億3,250万円総額 105億7,636万円

令和３年度 予算原案可決

　
令
和
３
年
度
、
標
津
町

一
般
会
計
予
算
、
特
別
会

計
予
算
８
件
、
関
係
条
例

の
一
部
改
正
３
件
、
合
計

12
件
が
付
託
さ
れ
、
３
月

11
日
か
ら
16
日
ま
で(

土

日
を
除
く)

４
日
間
、
議

長
を
除
く
議
員
全
員
で
構

成
す
る
予
算
審
査
特
別
委

員
会(

大
垣
勇
委
員
長
・

山
﨑
陸
郎
副
委
員
長)

で

慎
重
に
審
議
さ
れ
、
理
事

者
及
び
各
課
主
査
以
上
の

職
員
が
出
席
し
、
５
名
の

総
括
質
疑
終
了
後
、
討
論

採
決
を
行
っ
た
。

　
委
員
会
は
各
会
計
と
も

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会

終
了
後
。
令
和
３
年
度
第

一
回
定
例
会
に
お
い
て
大

垣
委
員
長
か
ら
委
員
会
審

査
報
告
が
な
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
成
立
し
た
。

人口減少時代に挑戦する「政策パッケージ2021」 ３つの柱人口減少時代に挑戦する「政策パッケージ2021」 ３つの柱
〜「北海道No.1No.1の子育て支援のまち」〜

１．結婚・子宝・子育ての政策
　　　　２．定住・移住・暮らしの政策
　　　　　　　　３．産業・経済の政策
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～子育て（教育）・福祉・防災の充実・住民の安心・安全・日本遺産への取組…～

人口減少時代に挑戦する政策パッケージの継続

各会計予算額 

※各会計の端数処理により、合算と合計額が合わない場合があります。

会　計　区　分 令和３年度 令和２年度 対前年度
比較（％）

一　般　会　計 70億   800万円 62億8,200万円 11.6

特　
　
別　
　
会　
　
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 9億9,914万円 9億8,315万円 1.6
介護保険特別会計（事業勘定） 4億3.689万円 4億2.975万円 1.7
介護保険特別会計（サービス事業勘定） 2,622万円 3,094万円 ▲ 15.3
後期高齢者医療特別会計 1億3,398万円 1億4,245万円 ▲   5.9
簡易水道特別会計 2億2,472万円 1億9,798万円 13.5
下水道特別会計 5億9,111万円 4億1,341万円 43.0
金山地域休養施設等特別会計 2,380万円 2,252万円 5.7
特　別　会　計　合　計 24億3,586万円 22億2,020万円 9.7

企
業
会
計

国民健康保険特別会計 収益的収支 10億2,820万円 10億1,216万円 1.6
（病院事業） 資本的収支 1億   430万円 1億5,215万円 ▲ 31.4

企業会計合計 11億3,250万円 11億6,431万円 ▲   2.7

総　　　　　　　計 105憶7,636万円 96憶6,651万円 9.4

70億800万円…

一般会計

対前年度比
11.6％増

　　　　
　依

存
財
源
　
　
　
　
　　

　　
　　　　　自

主
財
源

総務費
4億6,586万円
（6.7％）民生費

6億4,604万円
（9.2％）

衛生費
10億7,826万円
（15.4％）

町税
6億9,458万円
（9.9％）

繰入金
8億8,225万円
（12.6％）

使用料等
4億6,024万円
（6.6％）
地方譲与税等
2億5,215万円
（3.5％）

道支出金
3億4,172万円
（4.9％）

国庫支出金
3億1,429万円
（4.5％）

町債
11億6,712万円
（16.7％）

※自主財源　20億3,707万円（29.1％）
※依存財源　49億7,093万円（70.9％）

地方交付税
28億9,566万円
（41.3％）

議会費
4,774万円（0.7％）

農林水産業費
6億8,335万円
（9.7％）

労働費
697万円
（0.1％）

商工費
5億1,671万円（7.4％）

土木費
8億0,196万円
（11.4％）消防費

2億6,362万円
（3.8％）

教育費
4億9,753万円
（7.1％）

公債費
7億9,974万円
（11.4％）

諸支出金
1万円
（0.0％）

職員費
11億9,021万円
（17.0％）

予備費
1,000万円（0.1％）

歳出
70億800万円

町　債 ＝借　金
公債費 ＝返済金

歳入
70億800万円

｢科目別」内訳｢財源別」内訳
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町内行政研修
常任委員会の動き常任委員会の動き

文
教

福
祉

建
設
文教
福祉

両委員会共にコロナ渦の中、町内外の視察研修が儘ならず、専ら所管課との遣り取りに終始しています。

★標津高等学校「恵盟寮」における新型コロナ感染症対策の現況報告
★『高齢者の「生活の足」確保対策』に関する提言書提出　　　　　　

★
令
和
３
年
３
月
26
日
の

第
３
回
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
過
去
４
回
の
委
員

会
で
調
査
・
審
議
し
た

『
高
齢
者
の
「
生
活
の
足
」

確
保
対
策
』
に
関
す
る
当

委
員
会
と
し
て
の
提
言
書

を
、
標
津
町
地
域
公
共
交

通
連
絡
会
議
宛
に
、
全
国

の
事
例
集
を
添
え
て
提
出

し
、
検
討
を
促
し
た
。

し
て
、
可
能
な
限
り
の
対

策
・
対
応
が
さ
れ
て
い
る
。

―　
恵
盟
寮
は
、
遠
距
離

通
学
生
の
負
担
軽
減
を
図

り
、
尚な
お
か
つ且
つ
快
適
で
有
意

義
な
寮
生
活
を
送
れ
る
様

に
配
慮
し
て
い
る
。（
現

在
19
名
入
寮
中
。
内
男
子

生
徒
７
名
、
女
子
生
徒
12

名
。
１
年
生
４
名
、
２
年

生
９
名
、
３
年
生
６
名
）

　
寮
は
生
徒
が
集
団
生
活

を
行
う
場
で
あ
り
、
共
用

施
設
等
も
多
く
、
大
人
数

が
日
常
生
活
を
送
る
場
で

あ
る
事
か
ら
、
密
に
な
る

環
境
が
形
成
さ
れ
易
い
と

考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
事
か
ら
、
平
時
よ

り
健
康
管
理
や
感
染
対
策

と
感
染
者
発
生
時
の
対
応

に
関
し
て
、
充
分
な
注
意

を
払
っ
て
い
る
。
―

　
居
室
・
共
用
施
設
の
感

染
対
策
、
毎
日
の
健
康
対

策
、
罹
患
時
の
対
応
に
対

★
令
和
２
年
11
月
26
日
の

第
11
回
常
任
委
員
会
に
お

い
て
、
教
育
委
員
会
の
加

瀬
課
長
よ
り
、
標
津
高
等

学
校
「
恵
盟
寮
」
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
現
況
報
告

を
受
け
た
。

　
以
下
、
そ
の
報
告
内
容

を
要
約
、
提
出
資
料
よ
り

抜
粋
し
、
掲
載
す
る
。

標津高等学校「恵盟寮」の外観

玄関入口に注意喚起表示・消毒液設置食堂のテーブルにパーテーションを設置

洗面所・浴室利用時の注意喚起、表示設置

トイレ利用時の注意喚起表示設置

恵
盟
寮
に
お
け
る
感
染
症
対
策
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総
務
経
済
第
一
回（
１
月
27
日
）　

第
二
回（
２
月
19
日
）　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

第
三
回（
３
月
26
日
）　
総
務
経
済
常
任
委
員
会

標
津
町
内
に
お
け
る
水
産
業
低
迷
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
水
産
加
工
業
の
現
状

日
本
遺
産「
鮭
の
聖
地
」の
物
語
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
行
政
の
今
後
の
取
り
組
み

町
内
加
工
業
の
動
静

Ａ
社　
別
法
人
会
社
が
経

営
者
に
な
り
水
産
加
工
事

業
継
続
中

Ｂ
社　
平
成
24
～
25
年
ご

ろ
か
ら
、
継
続
者
不
在
、

厳
し
い
水
産
加
工
業
情
勢

な
ど
の
こ
と
か
ら
事
業
閉

鎖
の
検
討
を
行
う
令
和
２

年
標
津
工
場
生
産
部
門
停

止
、
従
業
員
は
町
内
同
業

者
等
に
再
就
職
し
た
。

Ｃ
社　
令
和
２
年
開
催
の

会
議
に
お
い
て
令
和
５
年

を
目
途
に
直
営
加
工
業
を

縮
小
す
る
方
針
を
示
す
。

　
日
本
遺
産
認
定
地
域
を

対
象
と
し
た
国
庫
補
助
制

度
に
つ
い
て

◇�

認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー

リ
ー
を
活
用
し
た
地
域

振
興
（
広
域
観
光
）
事

業
を
1
市
３
町
で
構
成

す
る
協
議
会
（
鮭
の
聖

地
メ
ナ
シ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）
で
実
施
し
て
い
く

に
あ
た
り
、
当
初
3
年

間
は
国
（
文
化
庁
）
の

財
政
支
援
が
あ
る
。

◇�

こ
の
ほ
か
、
標
津
町
で

は
、
「
鮭
の
聖
地
」
の

物
語
を
ベ
ー
ス
と
す
る

地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
各
種
整
備
を
、
ア
イ

ヌ
施
策
推
進
交
付
金
補

助
率
（
８—

10
）
を
活

用
し
な
が
ら
独
自
に
進

め
て
い
る
。

説
明　
水
産
課

説
明　
企
画
政
策
課
・
商
工
観
光
課

文化芸術振興費補助金
（地域文化財総合活用推進事業）

文化資源活用事業費補助金
（観光拠点整備事業）

補助率 １０/１０ ６/１０
（協議会申請の場合）

予算枠 概ね１，０００万円
×３年間

３年間で補助額
約５，０００万円

（事業費ベースで約8,300万円）

※主に秋サケ、ほたて貝を中心に加工製造。

生産額� （万円）

就労関係� （人）

■通常期と繁忙期における就労状況� （人）

区　　分 平成30年 令和元年 増　　減
生　産　額 ６８３，９２４ ７１８，４３４ ３４，５１０

区　　分 A正職員数 Ｂパート等 計
通常期（１～12月） ５８ １４３（①＋③） ２０１

繁忙期（９～11月） ５８ ２８４（①＋②＋③） ３４２

［増減］ １４１

Ａ正職員数 Ｂパート等
（①＋②＋③）

左記Ｂの内訳 備考

①通常期 ②繁忙期 ③外国人
　実習生 外国人実習生受

入れ会社３社
（ベトナム人）５８ ２８４ １１０ １４１ ３３

『「鮭の聖地」の物語』の取り組みをベースに
日本遺産とアイヌ政策を推進する

ホタテ加工の様子
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備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

・
釧
路
沖
地
震

　
　
　
（
平
成
５
年
１
月
）

・
北
海
道
東
方
沖
地
震

　
　
　
（
平
成
６
年
10
月
）

・
釧
路
沖
地
震

　
　
　
（
平
成
16
年
11
月
）

　
こ
の
30
年
の
間
に
起
き

て
い
る
根
室
、
釧
路
沖
を

震
源
と
す
る
地
震
で
あ
る
。

　
政
府
の
地
震
調
査
委
員

会
は
３
月
26
日
、
今
後
30

年
以
内
に
震
度
６
弱
以
上

の
揺
れ
が
起
き
る
確
率
を

示
し
た
地
図
を
公
表
し
た
。

　
道
内
は
、
千
島
海
溝
沿

い
で
の
地
震
の
規
模
と
確

率
を
大
き
く
見
直
し
た
。

道
東
地
区
は
70
～
80
％
と

高
い
確
率
と
な
っ
た
。

　
根
室
市
が
２
ポ
イ
ン
ト

増
で
全
国
で
２
番
と
な
っ

た
。

　
標
題
の
こ
と
わ
ざ
を
教

訓
に
し
て
、
い
ざ
と
い
う

時
に
備
え
て
お
こ
う
。

（
山
崎　
英
司
）

　

２
０
０
２
年
３
月
、
急
性
期
を

中
心
と
し
た
病
院
で
の
看
護
師
経

験
を
経
て
、
夫
と
共
に
株
式
会
社

エ
ム
リ
ン
ク
を
設
立
し
、
介
護
事

業
所
夢
ふ
う
せ
ん
を
開
設
し
ま
し

た
。
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
て
そ

の
活
動
範
囲
は
広
が
り
、
共
に
仲

間
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
２
０
１
７
年
５
月
、

ご
縁
が
あ
り
、
高
齢
者
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
運
営
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
海
と
大

地
に
囲
ま
れ
た
町
、
標
津
町
と
の

出
会
い
で
す
。
初
回
の
訪
問
や
地

域
の
方
へ
の
ご
挨
拶
は
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
が
、
ま
ち
ぐ
る
み
の

丁
寧
な
対
応
と
、
あ
た
た
か
く
受

け
入
れ
て
く
れ
た
地
域
の
方
々
の

思
い
が
本
当
に
有
難
か
っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
今
春
に

は
、
障
が
い
者
の
方
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
開
設
す
る
運
び
と
な

た
。
当
時
、
違
和
感
の
正
体
に

薄
々
気
づ
き
な
が
ら
も
な
か
な

か
認
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
早

期
発
見
は
困
難
で
し
た
。
鍋
を

焦
が
し
、
小
銭
が
わ
か
ら
な
く

な
り
、
慣
れ
て
い
る
道
に
迷

う
、
認
知
症
の
テ
キ
ス
ト
通
り

の
症
状
が
続
き
ま
し
た
。
治
験

薬
の
使
用
に
も
同
意
し
ま
し
た

が
、
果
た
し
て
治
験
薬
の
効
果

は
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
そ
も
そ
も
効
果
は
な

か
っ
た
の
か
、
今
と
な
っ
て
は

わ
か
り
ま
せ
ん
。
現
在
母
は
、

自
然
の
流
れ
に
身
を
委
ね
な
が

ら
、
今
こ
の
瞬
間
を
精
一
杯
生

き
て
い
る
の
だ
と
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
認
知

症
で
あ
れ
、
高
齢
者
で
あ
れ
、

障
が
い
を
抱
え
て
い
る
方
で
あ

れ
、
健
常
者
で
さ
え
も
み
ん
な

同
じ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

り
、
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
と

と
も
に
期
待
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　
そ
ん
な
私
で
す
が
、
実
は
、

母
が
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知

症
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
職

業
柄
、
少
し
ぐ
ら
い
は
病
気
の

こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
気
で
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
自
分
の
親

の
こ
と
と
な
る
と
、「
ま
さ
か
」

「
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
」
と
い

う
気
持
ち
が
強
く
、
未
だ
に
冷

静
に
な
れ
な
い
自
分
が
い
ま

す
。
平
均
的
に
、
家
族
が
何
か

お
か
し
い
と
感
じ
て
か
ら
病
院

を
受
診
し
診
断
さ
れ
る
ま
で
、

２
年
程
度
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
が
母
を
精
神
科
に

連
れ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の

も
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も
聞
く

よ
う
に
な
っ
た
な
あ
、
と
思
っ

て
か
ら
ち
ょ
う
ど
２
年
後
で
し

か
。

　

当
社
で
は
、「
福
祉
の
充
実

と
向
上
」
と
い
う
理
念
を
掲

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉

と
は
、「
す
べ
て
の
人
が
幸
せ

に
生
き
る
こ
と
」、
介
護
と
は

「
生
き
る
意
欲
を
引
き
出
す
こ

と
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
自

然
豊
か
な
環
境
の
中
で
、
そ
の

こ
と
が
実
践
で
き
る
よ
う
邁
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
Ｉ
Ｔ
が
大
き
く
進
み
、

働
き
方
、
人
の
価
値
観
も
大
き

く
変
容
し
ま
し
た
。
新
し
い
こ

と
を
受
け
入
れ
、
ピ
ン
チ
を

チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
大
変
な
こ

と
も
楽
し
め
る
、
そ
ん
な
自
分

創
り
、
そ
う
し
て
今
こ
の
瞬
間

を
味
わ
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
年
も
桜
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
す
。
あ
た
た
か
い
春
の
日

差
し
が
気
分
を
軽
く
し
、
笑
顔

を
運
ん
で
く
れ
る
、
そ
ん
な
予

感
が
し
て
い
ま
す
。

寄稿

　
　
　
　
株
式
会
社
　
標
津
介
護
サ
ー
ビ
ス

　
代
表
取
締
役
　
本も
と

　
見み

　
綾あ

や

　
子こ

春
の
予
感

春
の
予
感


